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1 平成20年度主要記事
R e c o r d  o f  E v e n t s   A p r i l  2 0 0 8  – M a r c h  2 0 0 9

主な事業

平成20(2008)年
『エミリー・ウングワレー展─アボリジニが生んだ天才画
家』開催(～7月28日)

『ウィーン美術史美術館所蔵　静物画の秘密』開催
(～9月15日)
国立新美術館評議員会(平成20年度第 1 回)開催

『アヴァンギャルド・チャイナ─〈中国当代美術〉二十
年─』開催(～10月20日)
『巨匠ピカソ　愛と創造の軌跡』開催(～12月14日)

『未来を担う美術家たち　DOMANI・明日展2008
文化庁芸術家在外研修の成果』開催(～1月26日)

平成21(2009)年
『加山又造展』開催(～3月2日)

『平成20年度[第12回]文化庁メディア芸術祭』開催
(～2月15日)
『アーティスト・ファイル2009─現代の作家たち』開催
(～5月6日)
国立新美術館評議員会(平成20年度第 2 回)開催

『ルーヴル美術館展　美の宮殿の子どもたち』開催
(～6月1日)

協力等

平成20(2008)年
港区ミュージアムネットワークへの参加(主催：港区)

｢全席シートベルト着用推進キャンペーン｣への協力
(主催：麻布警察署)
｢’08みなと区民まつり｣(～10月12日)協賛
(主催：みなと区民まつり実行委員会)
六本木“Art＆Designの街”推進会議に参加
(主催：六本木商店街振興組合)
｢キッズゲルニカプロジェクト｣への協力
(主催：六本木商店街振興組合)

平成21(2009)年
｢みなとギャラリー2009｣(～3月15日)への協力
(主催：港区)

トピックス

平成20(2008)年
延べ展覧会入場者数400万人を達成

高円宮妃殿下『日本新工芸展』御観覧

高円宮妃殿下『エミリー・ウングワレー展』開会式御臨席

オーストラリア連邦ケヴィン・ラッド首相『エミリー・ウ
ングワレー展』御視察
皇太子同妃両殿下『エミリー・ウングワレー展』御観覧

皇后陛下『エミリー・ウングワレー展』御観覧

山内文部科学副大臣御視察

天皇皇后両陛下『第93回　二科展』御観覧

『2008年度グッドデザイン賞｣受賞
(主催：財団法人日本産業デザイン振興会)
延べ展覧会入場者数500万人を達成

『第49回BCS賞(作品賞)｣受賞
(主催：社団法人建築業協会)
第 3 回アジア美術館長会議開催(～21日)

塩谷文部科学大臣『巨匠ピカソ　愛と創造の軌跡』展
御視察

平成21(2009)年
延べ展覧会入場者数600万人を達成

11月19日～ 21日  第 3 回アジア美術館長会議

5

5

5

6

7

7

8

9

10

10

11

11

11

3

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

12

19

27

10

2

24

29

4

8

16

19

19

27

28

5

7

8

8

10

12

1

2

3

3

3

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

28

2

4

20

4

13

21

4

4

5

25

8

9

10

10

11
 

 
2

月

月

月

月

月

月

日

日

日

日

日

日

21

18

11

24

8

1



2
展覧会
E x h i b i t i o n s

2 - 1　平成20年度展覧会一覧
E x h i b i t i o n s  L i s t   A p r i l  2 0 0 8  –  M a r c h  2 0 0 9

2 - 2　平成19年度までの展覧会一覧
P a s t  E x h i b i t i o n s  L i s t  t o  M a r c h  2 0 0 8

2 - 3　展覧会記録
E x h i b i t i o n  D e t a i l s



8

2 展覧会
E x h i b i t i o n s

2 - 1　平成20年度展覧会一覧　E x h i b i t i o n s  L i s t   A p r i l  2 0 0 8  –  M a r c h  2 0 0 9

アーティスト・ファイル 2008─現代の作家たち
Artist File 2008─The NACT Annual Show of Contemporary Art

会期：平成20(2008)年 3 月 5 日(水)～ 5 月 6 日(火)
日数：55日(うち20年度；31日)
入場者数：29, 823人(うち20年度；16, 818人)( 1 日平均542人)
入場：有料
種別：自主企画展

モディリアーニ展
Modigliani et le Primitivisme

会期：平成20(2008)年 3 月26日(水)～ 6 月 9 日(月)
日数：66日(うち20年度；60日)
入場者数：260, 117人(うち20年度；243, 381人)( 1 日平均3, 941人)
入場：有料
種別：共催展

アヴァンギャルド・チャイナ─〈中国当代美術〉二十年─
AVANT-GARDE CHINA : Twenty Years of Chinese Contemporary Art

会期：平成20(2008)年 8 月20日(水)～10月20日(月)
日数：54日
入場者数：18, 570人( 1 日平均344人)
入場：有料
種別：自主企画展

エミリー・ウングワレー展─アボリジニが生んだ天才画家
Utopia : the Genius of Emily Kame Kngwarreye

会期：平成20(2008)年 5 月28日(水)～ 7 月28日(月)
日数：54日
入場者数：100, 221人( 1 日平均1, 856人)
入場：有料
種別：共催展

ウィーン美術史美術館所蔵　静物画の秘密
European Still-Life Painting from the Kunsthistorisches Museum Wien

会期：平成20(2008)年 7 月 2 日(水)～ 9 月15日(月)
日数：66日
入場者数：132, 403人( 1 日平均2, 006人)
入場：有料
種別：共催展
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巨匠ピカソ　愛と創造の軌跡
Picasso : Sa vie et sa création

会期：平成20(2008)年10月 4 日(土)～12月14日(日)
日数：62日
入場者数：312, 390人( 1 日平均5, 039人)
入場：有料
種別：共催展

未来を担う美術家たち　DOMANI・明日展 2008　文化庁芸術家在外研修の成果
“DOMANI : The Art of Tomorrow 2008" Exhibition, The Achievements of the 
Japanese Government Overseas Study Program for Artists provided by the Agency 
for Cultural Affairs

会期：平成20(2008)年12月13日(土)～ 平成21(2009)年 1 月26日(月)
日数：28日
入場者数：14, 985人( 1 日平均535人)
入場：有料
種別：共催展

加山又造展
KAYAMA Matazo Retrospective

会期：平成21(2009)年 1 月21日(水)〜 3 月 2 日(月)
日数：36日
入場者数：123, 065人( 1 日平均3, 418人)
入場：有料
種別：共催展

平成20年度[第12回]文化庁メディア芸術祭
2008[12th]Japan Media Arts Festival

会期：平成21(2009)年 2 月 4 日(水)～ 2 月15日(日)
日数：11日
入場者数：51, 505人( 1 日平均4, 682人)
入場：無料
種別：共催展

アーティスト・ファイル 2009─現代の作家たち
Artist File 2009─The NACT Annual Show of Contemporary Art

会期：平成21(2009)年 3 月 4 日(水)～ 5 月 6 日(水)
日数：56日(うち20年度；24日)
入場者数：18, 493人( 3 月31日まで)( 1 日平均771人)
入場：有料
種別：自主企画展
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ルーヴル美術館展　美の宮殿の子どもたち
L’enfant dans les collections du musée du Louvre

会期：平成21(2009)年 3 月25日(水)～ 6 月 1 日(月)
日数：60日(うち20年度； 6 日)
入場者数： 20, 641人( 3 月31日まで)( 1 日平均3, 440人)
入場：有料
種別：共催展

2 - 2　平成19年度までの展覧会一覧　P a s t  E x h i b i t i o n s  L i s t  t o  M a r c h  2 0 0 8

国立新美術館開館記念展　20世紀美術探検─アーティストたちの三つの冒険物語─
Living in the Material World─ ‘Things’ in Art of the 20th Century and Beyond

会期：平成19(2007)年 1 月21日(日)～ 3 月19日(月)
日数：51日
入場者数：89, 475人( 1 日平均1, 754人)
入場：有料
種別：自主企画展

黒川紀章展─機械の時代から生命の時代へ
KISHO KUROKAWA : From the Age of the Machine to the Age of Life

会期：平成19(2007)年 1 月21日(日)～ 3 月19日(月)
日数：51日
入場者数：166, 793人( 1 日平均3, 270人)
入場：無料
種別：共催展

文化庁メディア芸術祭10周年企画展　日本の表現力
The Power of Expression, JAPAN

会期：平成19(2007)年 1 月21日(日)～ 2 月 4 日(日)
日数：14日
入場者数：52, 093人( 1 日平均3, 721人)
入場：無料
種別：共催展

異
エトランジェ

邦人たちのパリ1900-2005　ポンピドー・センター所蔵作品展
Paris du monde entier : Artistes étrangers à Paris 1900-2005.  Exposition organisée par le Centre Pompidou

会期：平成19(2007)年 2 月 7 日(水)～ 5 月 7 日(月)
日数：79日
入場者数：315, 266人( 1 日平均3, 991人)
入場：有料
種別：共催展
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大回顧展　モネ　印象派の巨匠、その遺産
Claude Monet : L'art de Monet et sa postérité

会期：平成19(2007)年 4 月 7 日(土)～ 7 月 2 日(月)
日数：76日
入場者数：704, 420人( 1 日平均9, 269人)
入場：有料
種別：共催展

スキン＋ボーンズ─1980年代以降の建築とファッション
Skin + Bones : Parallel Practices in Fashion and Architecture

会期：平成19(2007)年 6 月 6 日(水)～ 8 月13日(月)
日数：60日
入場者数：60, 056人( 1 日平均1, 001人)
入場：有料
種別：自主企画展

日展100年
The 100th Anniversary of NITTEN

会期：平成19(2007)年 7 月25日(水)～ 9 月 3 日(月)
日数：36日
入場者数：135, 486人( 1 日平均3, 764人)
入場：有料
種別：共催展

安齊重男の“ 私
パーソナル

・写
フォト

・ 録
アーカイブス

”1970─2006
ANZAÏ : Personal Photo Archives 1970─2006

会期：平成19(2007)年 9 月 5 日(水)～10月22日(月)
日数：42日
入場者数：15, 895人( 1 日平均378人)
入場：有料
種別：自主企画展

アムステルダム国立美術館所蔵　フェルメール｢牛乳を注ぐ女｣とオランダ風俗画展
Milkmaid by Vermeer and Dutch Genre Painting─Masterworks from the Rijksmuseum Amsterdam

会期：平成19(2007)年 9 月26日(水)～12月17日(月)
日数：72日
入場者数：493, 886人( 1 日平均6, 860人)
入場：有料
種別：共催展

文化庁芸術家在外研修制度40周年記念　『旅』展─異文化との出会い、そして対話─
The 40th Anniversary of the Japanese Government Overseas Study Program for Artists provided by the Agency for Cultural Affairs：
Journey─Encounters and Dialogues with Foreign Cultures

会期：平成19(2007)年12月15日(土)～ 平成20(2008)年 1 月28日(月)
日数：27日
入場者数：18, 772人( 1 日平均695人)
入場：有料
種別：共催展
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没後50年　横山大観─新たなる伝説へ
YOKOYAMA TAIKAN Fifty Years On─A legend in the making

会期：平成20(2008)年 1 月23日(水)～ 3 月 3 日(月)
日数：36日
入場者数：223, 671人( 1 日平均6, 213人)
入場：有料
種別：共催展

平成19年度[第11回]文化庁メディア芸術祭
11th Japan Media Arts Festival

会期：平成20(2008)年 2 月 6 日(水)～ 2 月17日(日)
日数：11日
入場者数：40, 553人( 1 日平均3, 687人)
入場：無料
種別：共催展
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2 - 3　展覧会記録　E x h i b i t i o n  D e t a i l s

アーティスト・ファイル 2008─現代の作家たち
Artist File 2008─The NACT Annual Show of Contemporary Art

会期：平成20(2008)年 3 月 5 日(水)～ 5 月 6 日(火)
日数：55日(うち20年度；31日)
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

入場者数：29, 823人(うち20年度；16, 818人)( 1 日平均542人)
入場：有料
主催：国立新美術館
協力：日本航空

講演会等：
●アーティスト・トーク｢私のロマンティシズム｣
日時： 4 月 6 日(日)14時～16時
講演：祐成政徳(出品作家)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：65人

●アーティスト・トーク
日時： 4 月26日(土)14時～16時
講演：白井美穂(出品作家)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：60人

関連事業：
●アーティスト・ワークショップ｢空想の場所をつくってみよう｣
日時： 4 月12日(土)13時～16時30分
講師：さわひらき(出品作家)
会場：国立新美術館　別館 3 階多目的ルーム他
対象： 8 ～15歳
参加者数：12人

※本展の平成19年度開催記録及び出品リストは、
　『平成19年度　国立新美術館年報』に記載した。

4 月 6 日　アーティスト・トーク

4 月12日　ワークショップ
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モディリアーニ展
Modigliani et le Primitivisme

エコール・ド・パリを代表する画家アメデオ・モディリアーニ(1884─1920)の画業を、プリミティヴィスムという新たな視点を切り口にしなが
ら、149点(油彩56点・素描93点)の作品でたどる大規模な回顧展。従来、モディリアーニは35歳で病死した悲劇的なボヘミアン画家という伝記的
なイメージが強調されることが多く、ともすれば作品そのものの特徴が見過ごされがちであった。本展は、20世紀初頭のパリの芸術界に芽吹いた
プリミティヴィスムの流れのなかにモディリアーニを位置づけることによって、その作風の独自性をとらえ直そうとした。

第 1 章ではパリ到着直後の初期作品、第 2 章ではアフリカやオセアニアなどの民族美術の影響を強く反映した〈カリアティッド〉の作品群、第 3
章では実際の人物をモデルにした肖像画への転換期の作品、そして第 4 章で独自の様式を確立した肖像画を展示し、編年的に画風の展開を跡づけ
た。プリミティヴ美術から得た着想を、革新的な創造に結びつけたモディリアーニの前衛的な側面が明らかとなった。

This large-scale retrospective of the works of Amedeo Modigliani (1884–1920), a figure representative of the School of Paris group of artists, 
featured 149 of the artist’s works (56 oil paintings and 93 drawings). It also served as a means of presenting his artwork from a fresh perspective—
that of primitivism. Up to now the image of Modigliani as a tragic, bohemian artist whose life was cut short by illness at age 35 has been so strong 
that there has even been a tendency to overlook the works themselves. By placing Modigliani in the context of the wave of primitivism that swept 
through the art scene in early twentieth century Paris, this exhibition focused on the artist’s avant-garde side, which evolved as he channeled the 
ideas gleaned from primitivism into highly creative works, and sought to reaffirm the uniqueness of his artistic style.

　　The exhibition was divided into several parts, providing an examination of Modigliani’s artistic development in chronological order. Part 
one featured works done in the period immediately following Modigliani’s arrival in Paris. Part two exhibited his Caryatid series of paintings 
and drawings, which strongly reflect the influence of indigenous art from Africa and Oceania. Part three featured works from a period in which 
Modigliani transitioned to portrait paintings of live models. Finally, part four featured the portraits that confirm Modigliani’s trademark artistic style. 

会期：平成20(2008)年 3 月26日(水)～ 6 月 9 日(月)
日数：66日(うち20年度；60日)
会場：国立新美術館　企画展示室 1 E

入場者数：260, 117人(うち20年度；243, 381人)( 1 日平均3, 941人)
入場：有料
主催：国立新美術館、日本経済新聞社
後援：フランス大使館
協賛：NEC、花王、KDDI、損保ジャパン、ダイキン工業、

大日本印刷、トヨタ自動車、三井物産
協力：日本航空
監修：マルク・レステリーニ(パリ・ピナコテーク美術館館長)
巡回展：国立国際美術館
　　　　平成20(2008)年 7 月 1 日(火)～ 9 月15日(月)

関連事業：
●ワークショップ
・｢仮面(マスク)を作ろう！｣(小学校高学年対象)
日時： 4 月 3 日(木)10時～13時
講師：塩野麻里(明星大学造形芸術学部造形芸術学科准教授)
会場：国立新美術館　別館 3 階多目的ルーム
参加者数：16人

・｢仮面(マスク)を作ろう！｣(小学校低学年対象)
日時： 4 月 3 日(木)14時30分～17時30分
講師：塩野麻里(明星大学造形芸術学部造形芸術学科准教授)
会場：国立新美術館　別館 3 階多目的ルーム
参加者数：20人
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●モディリアーニ映画特別上映会
・｢モンパルナスの灯｣
日時： 4 月 4 日(金)15時～　上映時間104分
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：130人

・｢モディリアーニ　真実の愛｣
日時： 5 月10日(土)13時～　上映時間126分
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：232人

●日経WagaMagaフォーラム　
シリーズ第 9 回～フランス文化─映画・美術～
｢名作映画の『モディリアーニ』 VS 芸術の革新者『モディリアーニ』｣
日時： 4 月20日(日) 13時～16時

13時～14時50分 映画上映｢モンパルナスの灯｣
15時～16時　 　対談｢名作映画の『モディリアーニ』 VS 芸術の

革新者『モディリアーニ』」
対談：野崎歓(フランス文学者、映画評論家)

	 港千尋(写真家、多摩美術大学教授)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：218人

カタログ：『モディリアーニ展』
B 5 変型、256ページ、図版カラー156点・白黒 7 点、
10, 000部(初版部数)、14, 000部(再版)

出品目録：仕上りA 4 判、二つ折、100, 000部(初版部数)、100, 000部
(再版)、46, 000部(三版)
フランス語版；1, 000部(初版部数)、1, 000部(再版)

ポスター：B 1 判、200部
B 2 判、10, 200部
B 3 判、1, 000部

チラシ：A 4 判、800, 000部(うち割引券付；500, 000部)、
先行配布；A 4 変型、30, 000部

関連記事：
美の巨人たち(テレビ東京)／ 3 月29日
J-WAVE GOOD MORNING TOKYO／ 4 月 2 日
婦人公論／ 4 月 7 日
MODERN LIVING／ 5 月号／堀江令子
サライ／ 5 月15日／菅谷淳夫
朝日新聞(夕刊)／ 5 月14日／古賀太
他　多数

※出品リスト：pp.79─82

4 月 3 日　ワークショップ
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エミリー・ウングワレー展─アボリジニが生んだ天才画家
Utopia: the Genius of Emily Kame Kngwarreye

　本展は、オーストラリアを代表するアボリジニの画家エミリー・カーメ・ウングワレーの芸術の全容を紹介する、日本で初めての回顧展であっ
た。オーストラリア中央の砂漠地帯でアボリジニの伝統的な生活を送っていたエミリー・ウングワレーは80歳を目前に初めてカンヴァス画を手が
けるが、西洋美術と全く無縁な環境にありながら、その作品はモダニズムにも通じる自由で革新的なものとして、今日国際的にも高い評価を得て
いる。本展では代表作を含む100点余りの作品を｢原点｣｢点描｣｢色彩主義｣｢身体に描かれた線｣｢ヤムイモ｣｢神聖な草｣｢ラストシリーズ｣の 7 章に分
け、年代順及びテーマ別に紹介した。さらに、作品の背景にあるアボリジニ独自の世界観を紹介する目的で資料コーナー等を設置し、作家の故郷
であるユートピア地域とそこに伝わるアボリジニ文化についても紹介した。これまでアボリジニ作家の作品はプリミティブ・アートの範疇で語ら
れることが多かったが、本展は、エミリー・ウングワレーの作品を西欧美術の巨匠の作品にも比肩する革新的かつ普遍的な価値をもつものとして
評価するものであった。

This exhibition presented an overview of the works of aboriginal painter Emily Kame Kngwarreye, one of Australia’s most renowned artists, and 
was the first such retrospective to be held in Japan. Having lived a traditional aborigine way of life in Australia’s central desert region, Kngwarreye 
was nearly 80 years old when she began working on a canvas. Her works, created in an environment far removed from Western artistic influences, 
exhibit the kind of freedom and originality conveyed in many modernist works, and as such are held in high regard in international art circles. 
The more than 100 works featured in this exhibit—including some of her best-known pieces—were organized into seven different categories in 
accordance with chronology and themes: Origins, Fields of Dots, Colorism, Body Lines, Yam, Sacred Grasses, and Last Series. With the aim of 
introducing visitors to the distinct worldview of the Australian aboriginal people, an educational room was set up to allow guests to interact with 
the cultural traditions that permeate Kngwarreye’s birthplace of Utopia. In the past, aboriginal artwork has largely been confined to the concept of 
“primitive art”; this exhibition, however, allowed Kngwarreye’s works to be appreciated on the basis of their innovative and universal merits, with a 
significance comparable to the creations of great Western artists. 

会期：平成20(2008)年 5 月28日(水)～ 7 月28日(月)
日数：54日
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

入場者数：100, 221人( 1 日平均1, 856人)
入場：有料
主催：国立新美術館、読売新聞東京本社
企画構成：オーストラリア国立博物館
後援：外務省、文化庁、オーストラリア大使館
協賛：ウッドサイド、MIMI、国際石油開発、関西電力、ダイワボウ情

報システム
協力：豪日交流基金、オーストラリア外務貿易省、オーストラリア政

府観光局、ノーザン・テリトリー政府観光局、NHK

監修：マーゴ・ニール(オーストラリア国立博物館シニア・キュレー
ター)、建畠晢(国立国際美術館長)

巡回展：国立国際美術館　
平成20(2008)年 2 月26日(火)～ 4 月13日(日)

講演会等：
●アートフォーラム
｢インポッシブル・モダニスト “The Impossible Modernist”｣
日時：2008年 6 月 1 日(日)10時～13時
出演：サリー・バトラー(クィーンズランド大学講師)、クリストファー・

ホッジズ、(アーティスト、ユートピア・アート・シドニー ディレ
クター)、マーゴ・ニール(オーストラリア国立博物館シニア・キュ
レーター)、建畠晢(国立国際美術館長)

会場：国立新美術館　講堂
参加者数：100人
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●トークショー｢天才の謎　エミリーの世界 “the Enigma of Emily”｣
日時： 6 月 1 日(日)15時～17時
出演：サリー・バトラー(クィーンズランド大学講師)、クリストファー・

ホッジズ(アーティスト、ユートピア・アート・シドニー ディレ
クター)、石井竜也(アーティスト)、北川フラム(アートディレク
ター)、マーゴ・ニール(オーストラリア国立博物館シニア・キュ
レーター)、建畠晢(国立国際美術館長)

会場：国立新美術館　講堂
参加者数：260人

関連事業：
●アボリジニの伝統楽器　ディジュリドゥ・ミニコンサート
日時： 6 月22日(日)11時～11時30分／15時～15時30分( 2 回公演)
出演：哲J(ディジュリドゥ奏者)
会場：国立新美術館　 1 階アトリウム
参加者数：500人(午前200人、午後300人)　　　　　　　　　　　　
　　
●ワークショップ｢体験！ディジュリドゥ｣
日時： 6 月22日(日)11時～13時15分／15時～17時15分
講師：哲J(ディジュリドゥ奏者)
会場：国立新美術館　別館 3 階多目的ルーム
参加者数：24人／31人　　　　

●ダンス・パフォーマンス
｢The Rhythm of Emily(ザ・リズム・オブ・エミリー)｣
日時： 6 月27日(金)18時～18時30分
出演：杏奈(ダンサー)、沢田穣治(音楽家)
会場：国立新美術館　 1 階アトリウム
参加者数：300人　

●｢鑑賞ワークショップ〜ことばで楽しむエミリー展〜｣
日時： 7 月 6 日(日)15時～17時
講師：白鳥健二
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E他
対象：一般
参加者数：22人　　　
　
カタログ：『エミリー・ウングワレー展─アボリジニが生んだ天才画

家』
A 4 判、256ページ、図版カラー132点・白黒 4 点、21, 000部
(先行巡回会場分を含む)

出品目録：仕上り296╳140mm、経本折、60, 000部　

ポスター：B 1 判、750部
B 2 判、11, 000部
B 3 判、17, 000部

チラシ：A 4 判、420, 000部、先行配布；A 4 判、250, 000部　

関連記事：
読売新聞／平成20(2008)年 5 月27日
毎日新聞(夕刊)／ 6 月10日
芸術新潮／ 7 月号／新潮社
ミセス／ 7 月号／文化出版局
新日曜美術館(NHK教育)／ 6 月22日
美の巨人たち(テレビ東京)／ 6 月 7 日
他　多数

※出品リスト：pp.83─85

6 月 1 日　トークショー

6 月22日　ミニコンサート
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ウィーン美術史美術館所蔵　静物画の秘密
European Still─Life Painting from the Kunsthistorisches Museum Wien

　本展は、ウィーン美術史美術館の所蔵品から、静物画をテーマとする75点の作品を展示し、静物画という絵画ジャンルの成立史とその展開、ま
た風俗画や物語画に描かれた静物がもつさまざまな意味を紹介した。17世紀前後のオランダ、ドイツ、イタリア、スペインで制作された作品を中
心とする出品作のなかには、ヤン・ブリューゲル(父)作《青い花瓶の花束》や、アントニオ・デ・ペレダ作《静物：虚栄(ヴァニタス)》などのよく知
られた作品のほか、通常は公開されていない隠れた名作も多数含まれる。特別出品として、日本初公開のディエゴ・ベラスケス作《薔薇色の衣裳
のマルガリータ王女》を展示した。
　花や果物、器物などを主題とする静物画は、現代においてはもっとも身近な絵画ジャンルであるが、日本でこれまでに開催された静物画の展覧
会はそれほど多くはない。本展は、静物画の知られざる歴史と魅力を、質の高い作品を通して紹介する稀有な機会となった。

This exhibition showcased 75 still lifes from the Kunsthistorisches Museum in Vienna, introducing to visitors the history and evolution of these 
paintings as well as the various meanings behind the objects as depicted in various genre and narrative paintings. Most of the works in the 
exhibition were from the Netherlands, Germany, Italy, and Spain from around the seventeenth century. Among them were paintings of wide 
renown, including Jan Brueghel the Elder’s Flowers in a Blue Vase and Antonio de Pereda’s Allegory of Vanity, in addition to a number of “hidden 
masterpieces” that are rarely shown. As a special feature, the exhibit also included Diego Velázquez’s Infanta Margarita Teresa in a Pink Dress, 
marking the first time this work was shown to the public in Japan. 
	 　Though still lifes of flowers, fruits, bowls, and other inanimate objects constitute a highly accessible genre of art in the modern age, there have 
been few exhibitions to showcase such works in Japan. “European Still-Life Painting from the Kunsthistorisches Museum Wien” thus represented 
a rare opportunity to introduce the little-known history and appeal of still-life paintings through a number of outstanding works. 

会期：平成20(2008)年 7 月 2 日(水)～ 9 月15日(月)
日数：66日
会場：国立新美術館　企画展示室 1 E

入場者数：132, 403人( 1 日平均2, 006人)
入場：有料
主催：国立新美術館、東京新聞
後援：オーストリア大使館
協賛：日本写真印刷
協力：オーストリア航空、Lufthansa Cargo AG

監修：カール･シュッツ(ウィーン美術史美術館副館長、絵画部長)
木島俊介(共立女子大学教授)

巡回展：宮城県美術館
平成20(2008)年10月 7 日(火)～12月14日(日)
兵庫県立美術館
平成21(2009)年 1 月 6 日(火)～ 3 月29日(日)
青森県立美術館
平成21(2009)年 4 月11日(土)～ 6 月14日(日)
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講演会等：
●講演会｢ヨーロッパの静物画｣
日時： 7 月 5 日(土)14時～16時
講演：カール・シュッツ(本展監修者、ウィーン美術史美術館副館長、

絵画部長)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：80人

●講演会｢静物画の深い魅力『静止する時間・回帰する時間』｣
日時： 7 月19日(土)14時～16時
講演：木島俊介(本展監修者、共立女子大学教授)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：80人

●講演会｢知られざる静物画の魅力｣
日時： 8 月16日(土)14時～16時
講演：宮下規久朗(神戸大学大学院准教授)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：150人

カタログ：『ウィーン美術史美術館所蔵　静物画の秘密展』
	 A 4 変型、208ページ、図版カラー134点・白黒41点、6, 500部

カタログドイツ語版：『Stillleben aus der Gemäldegalerie des 
	 Kunsthistorischen Museums Wien』
	 A 4 変型、56ページ、図版白黒11点、300部

出品目録：仕上りA 4 判、二つ折、130, 000部

ポスター：B 1 判、700部
	 B 2 判、2, 500部
	 B 3 判、8, 000部

チラシ：仕上りA 4 判、200, 000部、先行配布；A 4 判、340, 000部

関連記事：
東京新聞／平成20(2008)年 7 月 2 日／木島俊介
朝日新聞／ 7 月30日／古賀太
美術の窓／ 7 月号(No. 298)／本橋弥生(学芸課研究員)、小林明子(学
芸課研究補佐員)
SANKEI EXPRESS／ 8 月14日／黒沢綾子
美の巨人たち(テレビ東京)／ 8 月 2 日
新日曜美術館アートシーン(NHK教育)／ 8 月10日
他　多数

※出品リスト：pp.86─87

7 月 5 日　講演会
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アヴァンギャルド・チャイナ─〈中国当代美術〉二十年─
AVANT-GARDE CHINA : Twenty  Years of Chinese  Contemporary Art

中国現代美術の独自性が芽生え始めた1980年代中ごろを出発点に、ここ20年間の流れをたどりつつ、すでに評価を確立した美術家から、今後活
躍が期待される若手まで、特筆すべき14作家、2グループに焦点をあてて、その代表作48点を展覧した。　

これまでわが国で開催された中国現代美術の展覧会は、いずれもその時々に話題となっていた動向を紹介するものだった。こうした状況を踏ま
えた本展は、中国の現代美術を歴史的、系統的な視点から紹介した点で画期的であった。

本展を企画、構成するにあたっては、中国全土で一連の先鋭的なグループが活動した八五美術運動を起点にして、社会主義体制と資本主義経済
の狭間で揺れる中国を揶揄したポリティカル・ポップ、民主化運動の敗北と挫折を味わった世代のシニカル・リアリズム、身体の問題を追及する
パフォーマンス・アート、近年世界的に大きな注目を集めるヴィデオ・アートと、各時代を代表する動向を網羅的、通史的に展覧できるようつと
めた。中国の現代美術家の中には、日本や欧米に活動の拠点を移して活動している者も多いが、今回の展覧会では、あえて中国国内で制作、発表
された作品を紹介することにした。中国の現代美術が、この国が歩んできた激動の時代の中でしか生み出され得ない特性を持つこと、作品が、中
国の歴史、社会、文化を映す鏡でもあることを重視したからである。

展示においては、中国の現代美術になじみのない来館者が多いことを想定し、各出品作家、出品作品について簡単な解説を作成し、キャプショ
ンとともに会場内に掲示した。また、中国現代美術の展開を分かりやすく示した年表を作成し、会場内に掲示した。作品によって押さえ切れな
かった動向については、展覧会カタログなどの関連資料を展示することで補填し、系統的紹介につとめた。

本展に合わせて開催した、国際的に活躍している研究者を招いてのシンポジウムは、展覧会という視覚的な検証の場を補うかたちで、中国現代
美術史を複数の視点から考察する絶好の機会となった。また、出品作家自らが語るアーティスト・トークでは、作品の魅力だけでなく、作家が置
かれた環境と制作との関係までを掘り下げる、貴重な場を提供できた。

“Avant-Garde China” featured 48 major works by 14 artists and 2 artistic groups—ranging from established veterans to rising young stars—created 
during a 20-year period beginning in the mid-1980s, when Chinese contemporary art began to come into its own. Previous exhibitions of Chinese 
contemporary art in Japan have all been concerned with showcasing the artistic movements in vogue at the time; therefore “Avant-Garde China” 
broke new ground in its historical and systematic presentation of contemporary Chinese art. 
	 　In planning and organizing the exhibition, particular care was taken to present an all-encompassing overview of the representative trends from 
each of several periods in China’s recent art history. Works from the ’85 New Wave Movement, the name given to the simultaneous groundswell 
of radical artists across the country, served as the exhibition’s starting point. These were followed by works in the Political Pop, which ridicule a 
China vacillating between a socialist system and capitalist economy; Cynical Realism, the term applied to works reflecting a generation frustrated 
with the failure of the democratization movement; performance art, which seeks answers to the questions of our physical being; and works of 
video art, a genre that has been gathering much attention in recent years. While many Chinese contemporary artists have moved their activities to 
Japan, Europe, or the United States, this exhibition expressly focused on works that were created and unveiled in China. This is because many of 
the defining characteristics of Chinese contemporary are closely interwined with the country’s turbulent recent history, and importance was given 
to the role of art as a mirror of a country’s history, society, and culture. 
	 　Since it was anticipated that many visitors would be unfamiliar with contemporary Chinese art, explanatory captions were created for each 
artist and work, and an easy-to-understand chronology of the evolution of contemporary art in China was created and displayed. In an effort to 
provide a systematic presentation of contemporary Chinese art, exhibition catalogs and other supplementary reference materials were displayed 
as supplementary information on artistic movements that fell outside the scope of the exhibition. 
	 　A symposium featuring international researchers was held in conjunction with the exhibition, providing a splendid opportunity to supplement 
these visual works with an examination of China’s contemporary art from various viewpoints. And artist talks by the creators themselves provided 
invaluable opportunities to go beyond the surface appeal of the works and gain an understanding of the environment under which the artists 
worked and the impact it had on their work. 

会期：平成20(2008)年 8 月20日(水)～10月20日(月)
日数：54日
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

入場者数：18, 570人( 1 日平均344人)
入場：有料
主催：国立新美術館、国際交流基金
協力：パナソニック システムソリュージョンズ ジャパン株式会社
巡回展：国立国際美術館

平成20(2008)年12月 9 日(火)～平成21(2009)年 3 月22日(日)
愛知県美術館
平成21(2009)年 4 月 3 日(金)～ 5 月24日(日)
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講演会等：
●アーティスト・トーク｢自作を語る｣
日時： 8 月20日(水)14時～15時30分
講演：孫原・彭禹(出品作家)
会場：国立新美術館　研修室A, B
参加者数：45人

●アーティスト・トーク｢新刻度小組の活動について｣
日時： 8 月22日(金)17時～18時30分
講演：顧徳新、王魯炎、陳少平(いずれも元・新刻度小組メンバー、

出品作家)
会場：国立新美術館　研修室A, B
参加者数：33人

●シンポジウム
日時： 8 月23日(土)13時～16時
・基調講演｢中国現代美術、激動の30年｣
	 高名潞(ピッツバーグ大学美術史・建築史学部教授、四川美術学院	
	 高名潞現代芸術研究所所長)
・シンポジウム｢中国現代美術の今とこれから｣

高名潞(ピッツバーグ大学美術史・建築史学部教授、四川美術学院
高名潞現代芸術研究所所長)、牧陽一(埼玉大学教授)、建畠晢(国立
国際美術館長)

司会進行：平井章一(学芸課主任研究員)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：64人

●担当研究員による解説会
日時： 9 月15日(月) 14時～15時
解説：長屋光枝(学芸課主任研究員)
会場：国立新美術館　研修室A, B
参加者数：47人

●担当研究員による解説会
日時：10月11日(土)14時～15時
解説：平井章一(学芸課主任研究員)
会場：国立新美術館　研修室A, B
参加者数：30人

関連事業：
●関連映画上映会｢胡同のひまわり｣
(監督・脚本：チャン・ヤン、配給：ショウゲート、2005年、中国)
日時： 9 月13日(土)14時～16時30分
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：72人

カタログ：『アヴァンギャルド・チャイナ─〈中国当代美術〉二十年─』
A 4 変型、186ページ、図版カラー93点・白黒12点、
9, 150部(巡回会場分も含む。当館の使用分4, 000部)

出品目録：A 4 判、50, 000部

ポスター：B 1 判、1, 500部
B 3 判、4, 000部
B 3 変型(インターサイズ)、1, 500部

チラシ：A 4 判、100, 000部

8 月23日　シンポジウム

関連記事：
東京新聞／平成20(2008)年 8 月22日／内田真由美
読売新聞／ 9 月10日／菅原教夫
図書新聞／10月11日／後小路雅弘
Weekly ぴあ／ 8 月28日
New Media／10月号
美術手帖／10月号
メトロポリス／ 9 月12日
artdaily.org／10月 9 日
他　多数

※出品リスト：pp.88─89
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巨匠ピカソ　愛と創造の軌跡
Picasso: Sa vie et sa création

本展は、20世紀美術最大の巨匠の一人、パブロ・ピカソ(1881─1973)の大規模な回顧展である。パリ国立ピカソ美術館の大規模改修工事を機に
可能となったもので、同美術館の全面的な協力により、170点近い作品が出品された。5000点におよぶ同館のピカソ作品コレクションは、各時代
を網羅し、さまざまな素材やメディアによる作品を含んでいる。本展では、青の時代からキュビスム、新古典主義、シュルレアリスム、そして晩
年まで、ピカソの生涯にわたる達成をバランスよく見渡し、また絵画・彫刻ばかりか、コンストラクション、パピエコレ、素描、版画、挿絵入り
本など、その実践の多様性にも光を当てる作品選択を心掛けた。展示構成は、時代順にシンプルな展示をおこない、資料写真や年表、家系図の展
示も加えて、巨匠の全貌を見やすく紹介するように努めた。

また、特記すべきこととして、同じくパリ国立ピカソ美術館のコレクション50数点により構成し、ピカソの自画像に焦点を当てた｢巨匠ピカソ
魂のポートレート｣展(サントリー美術館)と同時開催となったことが挙げられる。一人の作家に回顧展とテーマ展という二つの異なったアプロー
チを試みることにより、今までにない広がりを持ったピカソ像を提示することが可能となった。

This was a large-scale retrospective of the works of Pablo Picasso (1881–1973), one of the greatest artists of the twentieth century. It was made 
possible through the full cooperation of the Musée National Picasso in Paris, which provided the nearly 170 works on display while its facilities were 
being renovated. The French museum houses as many as 5,000 of Picasso’s works, covering each period in his career and representing a variety 
of media and materials. The exhibition endeavored to provide a balanced examination of the artist’s lifelong accomplishments. It included works 
from his Blue Period and those created in cubist, neo-classicist, and surrealist styles, as well as artwork from his later years. Moreover, efforts 
were made to select works that highlight Picasso’s artistic diversity; as such, his constructions, collages, sketches, prints, and illustrations were 
represented in addition to his paintings and sculptures. The exhibition was arranged in a simple, straightforward manner according to the different 
periods of Picasso’s career, and photographs, a chronology, and Picasso’s family tree were also displayed to provide an accessible overview of 
this legendary artist. 
	 　Shown concurrently was an exhibition at the Suntory Museum of Art of over 50 of Picasso’s works, also on loan from the Musée National 
Picasso. The exhibition, titled “Picasso: Portrait d'une âme,” focused on the artist’s self-portraits. The two differing approaches to the presentation 
of Picasso’s works—a retrospective and a themed exhibition—enabled a much broader presentation of the artist. 

会期：平成20(2008)年10月 4 日(土)～12月14日(日)
日数：62日
会場：国立新美術館　企画展示室 1 E

入場者数：312, 390人( 1 日平均5, 039人)
入場：有料
主催：国立新美術館、朝日新聞社、テレビ朝日
後援：フランス大使館 
協賛：キヤノン株式会社、大日本印刷
特別協力：AXA Art

協力：AIR FRANCE、三井不動産、Tokyo Midtown、みずほ銀行 
監修：アンヌ・バルダサリ(パリ国立ピカソ美術館館長)

講演会等：
●トークショー｢私にとってのピカソ｣
日時：10月 5 日(日)14時～15時30分
出演：佐藤可士和(アートディレクター・SAMURAI代表)
コメンテーター：南雄介(学芸課主任研究員)
聞き手：高橋真紀子(テレビ朝日アナウンサー)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：180人
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●講演会｢天才ピカソの変貌─スペイン・地中海・女たちへ─｣
日時：10月11日(土)14時～15時30分
講演：大髙保二郎(早稲田大学文学学術院教授)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：104人

●シンポジウム｢ピカソ─今日の展望─｣
日時：11月15日(土)14時～16時
出演：林道郎(上智大学教授)

田中正之(武蔵野美術大学准教授)
河本真理(京都造形芸術大学准教授)
松浦寿夫(東京外国語大学教授)

会場：国立新美術館　講堂
参加者数：182人

カタログ：『巨匠ピカソ　愛と創造の軌跡／魂のポートレート』
A 4 変型、365ページ、図版カラー249点・白黒23点、30, 000部

出品目録：仕上りA 4 判、二つ折、180, 000部、英語版；10, 000部

ポスター：B 1 判、460部
B 2 判、500部　
B 3 判、1, 170部
B 3 変型(インターサイズ)、3, 960部

チラシ：A 4 判、400, 000部、仕上りB 5 判、経本折(サントリー美術館
と共通)、40, 000部
先行配布；仕上りA 4 判、四つ折(サントリー美術館と共通)、
260, 000部

関連記事：
サライ／平成20(2008)年10月16日
日本経済新聞／11月 5 日／宝玉正彦
しんぶん赤旗／11月 6 日／大井健地
The Japan Times／11月13日／NONOYAMA Junko 

毎日新聞(夕刊)／11月18日／岸桂子
J-WAVE GOOD MORNING TOKYO／10月28日
迷宮美術館(NHK)／11月 9 日
他多数

※出品リスト：pp.90─93

11月15日　シンポジウム
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未来を担う美術家たち　DOMANI・明日展 2008　文化庁芸術家在外研修の成果　
“DOMANI : The Art of Tomorrow 2008" Exhibition, The Achievements of the Japanese Government Overseas Study Program for Artists 
provided by the Agency for Cultural Affairs

文化庁では、将来の我が国芸術界を支える芸術家を支援するため、若手芸術家を海外に派遣し、その専門とする分野について研修の機会を提供
する、｢芸術家在外研修(新進芸術家海外研修制度)｣を昭和42年度から実施している。

同制度における成果発表の場として平成 9 年度から実施してきた｢DOMANI・明日展｣を、本年度より国立新美術館に会場を移して開催すること
とした。今回は、これまで同展において紹介されていなかった作家、近年に派遣された研修生を中心として、中井貞次(染色)/田中信太郎(彫刻)/
原直久(写真)/石井勢津子(ホログラフィ)/舟越桂(彫刻)/山本富章(絵画)/ヒグマ春夫(映像)/小林浩(絵画)/馬場磨貴(写真)/開発好明(現代美術)/
駒形克哉(切り紙)/伴戸玲伊子(日本画)/山本晶(絵画)/菱山裕子(立体)/小山利枝子(絵画)の15名の作家を紹介した。

With the aim of supporting young artists who will sustain the future of Japan’s art world, the Agency for Cultural Affairs has provided overseas 
study opportunities in these artists’ respective areas of expertise since fiscal 1967 through the Japanese Government Overseas Study Program for 
Artists.

　　In fiscal 2008, the National Art Center, Tokyo began serving as the venue for “DOMANI: The Art of Tomorrow,” an exhibition launched in 1997 to 
showcase the achievements of the program. This most recent exhibition introduced 15 artists who recently participated in the program and whose 
works had not yet appeared in the show: NAKAI Teiji(textile dyeing), TANAKA Shintaro(sculpture), HARA Naohisa(photography), ISHII Setsuko 

(holography), FUNAKOSHI Katsura(sculpture), YAMAMOTO Tomiaki(painting), HIGUMA Haruo(video), KOBAYASHI Hiroshi(painting), UMABA 
Maki(photography), KAIHATSU Yoshiaki(contemporary art), KOMAGATA Katsuya(kirigami, or “papercutting”), BANDO Reiko(Japanese painting), 
YAMAMOTO Aki(painting), HISHIYAMA Yuko(sculpture), and KOYAMA Rieko(painting).

会期：平成20(2008)年12月13日(土)〜 平成21(2009)年 1 月26日(月)
日数：28日
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

入場者数：14, 985人( 1 日平均535人)
入場：有料
主催：文化庁
共催：国立新美術館、読売新聞社
制作：アート・ベンチャー・オフィス　ショウ

講演会等：
●ギャラリー・トーク
日時：12月13日(土)14時～
出演：田中信太郎、石井勢津子、開発好明、伴戸玲伊子
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

参加者数：約50人

●ギャラリー・トーク
日時：12月21日(日)14時～
出演：山本富章、小林浩、菱山裕子
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

参加者数：約70人
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●ギャラリー・トーク
日時： 1 月11日(日)14時～
出演：舟越桂、小山利枝子、馬場磨貴
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

参加者数：約170人

●ギャラリー・トーク
日時： 1 月12日(月)14時～
出演：中井貞次、原直久、駒形克哉、山本晶 
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

参加者数：約150人

●アートパフォーマンス
日時：12月21日(日)、1 月11日(日)各日15時30分～
出演：ヒグマ春夫
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E　ヒグマ春夫展示スペース内
参加者数：各回約40人

●アートパフォーマンス
日時： 1 月16日(金)15時30分～
出演：Low-Tec(開発好明＋高安利明)　※開発氏は映像による出演
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E　開発好明展示スペース内
参加者数：約30人

カタログ：『未来を担う美術家たち　DOMANI・明日展2008〈文化庁芸
術家在外研修の成果〉』
A 4 変型、102ページ、図版カラー158点、発行部数；2, 000部

出品目録：仕上りA 4 判、 8 ページ、20, 000部

ポスター：B 1 判、100部
B 2 判、800部
B 3 変型(インターサイズ)、820部

チラシ：A 4 判、100, 000部

関連記事：
月刊美術 12月号／平成19(2008)年11月20日
美術の窓 12月号／11月20日
クロワッサン12月10日号／11月25日
読売新聞／12月18日
朝日新聞／ 1 月21日
新美術新聞／12月11日
他　多数

※出品リスト：pp.94─97

1 月11日　ギャラリートーク
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加山又造展
KAYAMA Matazo Retrospective

本展は、現代日本画を代表する画家のひとりである加山又造(1927─2004)の回顧展であり、絵画と工芸、デザイン等、合わせて約100点の作品を
通して、加山又造の創作の全容を紹介した。西洋絵画の影響を強くうかがわせる初期の動物画から、琳派など日本の古典に倣った華麗な屏風絵、
線描の美しさを追及した裸婦像を経て、北宋山水画に学んだ晩年の水墨作品に至るまで、常に新しい表現様式を追求し続けた加山又造は、戦後の
日本画壇に常に新風を吹き込んだ革新的な画家として知られる。一方、絵画以外にも着物や陶器の絵付けをはじめ、ジュエリーのデザインや祇園
祭山鉾の見送り綴織の意匠を手がけるなど、その創作活動は多岐にわたる。本展では加山又造の画業の全軌跡をたどるとともに、絵画以外の作品
を併せて展示することにより、その芸術の真髄をあらためて見つめ直すものであった。

This exhibition was an overview of the artistic career of KAYAMA Matazo (1927–2004), a leading artist in the world of Japanese─style painting. It 
featured roughly 100 works, including paintings, crafts and designs, providing a thorough overview of Kayama’s career. The exhibition featured 
works from various phases, including the animal paintings of his early years, during which he was heavily influenced by Western paintings; his 
elegant folding screen paintings, executed in the style of the Rimpa school and other classical Japanese influences; his female nudes, beautifully 
rendered in line art; and the ink paintings of his later years, which arose from his study of landscapes from the Northern Sung dynasty. Kayama 
was an artist who constantly pursued new forms of expression and is remembered as an innovator who brought fresh perspectives to the postwar 
Japanese art world. Moreover, Kayama used a variety of mediums for his artistic expressions, including ceramic and kimono decorations, jewelry 
designs, and designs for tapestries hung from traditional floats in the Gion Festival. In addition to examining his work as a painter, the “KAYAMA 
Matazo Retrospective” provided a thorough overview of his other creations in a rediscovery of their quintessential aesthetic. 

会期：平成21(2009)年 1 月21日(水)〜 3 月 2 日(月)
日数：36日
会場：国立新美術館　企画展示室 1 E

入場者数：123, 065人( 1 日平均3, 418人)
入場：有料
主催：国立新美術館、日本経済新聞社
出品協力：東京国立近代美術館
協賛：旭硝子、大和ハウス工業、三井物産
協力：日本航空
監修：尾崎正明(東京国立近代美術館特任研究員) 
巡回展：高松市美術館　

平成21(2009)年 4 月17日(金)～ 5 月31日(日)

講演会等：
●記念講演会｢加山又造─その芸術の変遷｣
日時： 1 月31日(土)14時～15時30分
講演：尾崎正明(本展監修者、東京国立近代美術館特任研究員)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：190人

●関連トーク｢父　又造の仕事の周辺から｣
日時： 2 月 8 日(日)14時～15時30分
出演：加山哲也、加山英利子、加山文子
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：249人
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カタログ：『加山又造展』、A 4 変型、202ページ、図版カラー109点・
	 白黒25点、16, 500部　

出品目録：仕上りA 4 判、経本折、80, 000部、英語版；2, 000部

ポスター：B 1 判、250部
B 2 判、9, 300部

チラシ：A 4 判、322, 000部

関連記事：
日経新聞／平成21(2009)年 1 月21日
毎日新聞(夕刊)／ 2 月 2 日
新美術新聞／ 2 月11日／西野華子(学芸課主任研究員)
美の巨人たち(テレビ東京)／ 1 月30日
新日曜美術館(NHK教育)／ 2 月22日
他　多数

※出品リスト：pp.98─99
 

2 月 8 日　関連トーク
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平成20年度[第12回]文化庁メディア芸術祭
2008[12th]Japan Media Arts Festival

文化庁メディア芸術祭は、優れたメディア芸術作品を顕彰するとともに、これを鑑賞する機会を提供することにより、メディア芸術の創造とそ
の発展を図り、もって我が国文化の向上と振興に資する。こうした趣旨に基づき、受賞作品展において受賞作品および審査委員会推薦作品の展示
を行うとともに、アートとエンターテインメントの融合および表現とテクノロジーの進化から｢未来をつなぐ｣意識を実体験することができる展示
環境を構築し、国内外の優秀なメディア芸術作品の展示・紹介を行うための関連事業を開催した。

The Japan Media Arts Festival, organized with Japan’s Agency for Cultural Affairs, and Computer Graphic Arts Society serves as a venue for 
showcasing outstanding works of media arts. By providing audiences with the chance to appreciate such works, it both encourages creation and 
development of media arts and helps to enhance and promote Japanese culture. Based on this concept, an exhibition of award-winning and jury-
recommended works was held. Related events were also held to display and introduce visitors to outstanding works of the media arts from both 
in and outside Japan, enabling visitors to experience firsthand the sense of being “Connected with the Future” through the synthesis of art and 
entertainment and the evolution of technology and expression. 

会期：平成21(2009)年 2 月4日(水)～ 2 月15日(日)
日数：11日
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

入場者数：51, 505人( 1 日平均4, 682人)
入場：無料
主催：文化庁メディア芸術祭実行委員会(文化庁、国立新美術館、

CG-ARTS協会)

講演会等：(会場：国立新美術館　講堂)
●受賞者シンポジウム
・アート部門受賞者シンポジウム
日時： 2 月 6 日(金)18時～19時30分
司会：原田大三郎(アート部門主査／多摩美術大学教授)
出演：マルシオ・アンブロージオ(大賞『Oups!』ブラジル)、田口行弘(優

秀賞『Moment-performatives spazieren』ドイツ)、アレキサン
ダー・メンデレビッチ(優秀賞『OUTSIDE』イスラエル)

参加者数：65人

・アニメーション部門受賞者シンポジウム
日時： 2 月 7 日(土)13時～14時30分
司会：鈴木伸一(アニメーション部門主査／アニメーション監督)
出演：加藤久仁生(大賞『つみきのいえ 』)、木村卓(優秀賞『KUDAN』)、

湯浅政明(優秀賞『カイバ』)
参加者数：122人

・エンターテインメント部門受賞者シンポジウム 
日時： 2 月14日(土)15時～17時
司会：田中秀幸(エンターテインメント部門主査／アートディレクター)、

桝山寛(エンターテインメント部門審査委員／コンテンツ・プロ
デューサー)

出演：岩井俊雄／西堀佑(大賞『TENORI─ON』)、中村勇吾(優秀賞
『FONTPARK 2.0』)

参加者数：259人

・マンガ部門受賞者シンポジウム
日時： 2 月11日(水)13時30分～15時
司会：ちばてつや(マンガ部門主査／マンガ家)、藤本由香里(マンガ

部門審査委員／明治大学准教授)
出演：さそうあきら(優秀賞『マエストロ』)
参加者数：105人
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●テーマシンポジウム
・｢写真×ビデオアート×メディア芸術｣
日時： 2 月 6 日(金)15時30分～17時
司会：原田大三郎(アート部門主査／多摩美術大学教授)
出演：中谷芙二子(アーティスト／功労賞)、濱崎好治(川崎市市民ミュー

ジアム学芸員)
参加者数：72人

・｢テクノロジーが支える日本のメディアアートの魅力｣
日時： 2 月 9 日(月)16時～17時30分
出演：原島博(東京大学大学院教授／アート部門審査委員)、岩田洋夫

(筑波大学大学院教授)、橋本典久(科学技術振興機構さきがけ研
究者)、森山朋絵(東京都現代美術館学芸員)

参加者数：109人

・｢マンガとアニメの未来｣　
日時： 2 月13日(金)14時～15時30分
出演：幾原邦彦(アニメーション監督／アニメーション部門審査委員)、

浜野保樹(東京大学大学院教授／メディア芸術祭運営委員)、細萱
敦(マンガ研究家)

参加者数：122人

関連事業：
●Media Art in the World プレゼンテーション＋作品上映会
会場：国立新美術館　講堂
・｢Ars Electronica(アルスエレクトロニカ／オーストリア)｣
日時： 2 月 4 日(水)13時～14時30分
出演：小川英明(新アルスエレクトロニカセンター企画担当)
参加者数：43人

・｢CICDAF:China International Animation and Digital Arts Festival(中
国国際アニメーション＆デジタルアートフェスティバル／中国)｣

日時： 2 月 5 日(木)13時30分～15時
出演：ルー・バイシャン(中華人民共和国文化部、中外文化交流センター

副代表)
参加者数：16人

・｢SICAF(シカフ／韓国)｣
日時： 2 月 5 日(木)16時～17時30分
出演：キム・スー・ヨン(SICAFプランニング・コーディネーター)
参加者数：30人

・｢SIGGRAPH Asia Electronic Theater(シーグラフ・アジア・エレク
トロニックシアター)｣

日時： 2 月 9 日(月)13時30分～15時
出演：ジニー・チュウ(シーグラフ・アジア2008・コンピュータアニメー

ション・フェスティバル・チェア)、森山朋絵(東京都現代美術館
学芸員、シーグラフ・アジア2008・アートギャラリー＆エマー
ジングテクノロジー・チェア) 

参加者数：58人

・｢SIGGRAPH Computer Animation Festival(シーグラフ・コンピュー
タアニメーションフェスティバル／アメリカ)｣

日時： 2 月13日(金)17時～19時30分
出演：ジル・スモリン(シーグラフ2008・コンピュータアニメーション・

フェスティバル・チェア)
参加者数：143人

●作品上映
上映日： 2 月 4 日(水)、 5 日(木)、 6 日(金)、11日(水)、12日(木)、
	 13日(金)、14日(土)、15日(日)　全21回
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：1, 278人

●学生MVコラボレーション発表会
日程： 2 月 5 日(木)オリエンテーション、 2 月 9 日(月)〜10日(火)撮	
	 影・編集( 1 泊 2 日)、 2 月12日(木)発表会
講師：寺井弘典(映像クリエイター)、木津裕史、諏訪大助
参加：日本人学生　 8 名
参加校：大阪電気通信大学、多摩美術大学、東京学芸大学、東京藝術

大学、武蔵野美術大学
発表会参加者数：54人

会期中、下記の特別展示を行った。
●第14回学生CGコンテスト　受賞作品展
主催：CG-ARTS協会
協力：キヤノンマーケティング株式会社、日本シーゲイト株式会社、
日本AMD株式会社

●Media Art in the World展示
合計50のメディア芸術関連フェスティバル及び10の国際巡回フェス
ティバル・学会についてのパネル、PC、映像による展示。

●先端技術ショーケース’09 ─未来のアート表現のために─
主催：文部科学省、独立行政法人科学技術振興機構
協力：日本バーチャルリアリティ学会　アート＆エンタテインメント

研究委員会

カタログ：『第12回文化庁メディア芸術祭受賞作品集』
A 4 判、100ページ、図版カラー340点・白黒93点

ポスター：B 1 判
チラシ：A 4 判

関連記事：
王様のブランチ(TBS)／平成21(2009)年 2 月 7 日　
他　多数

※出品リスト：pp.100─104
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アーティスト・ファイル 2009─現代の作家たち
Artist File 2009─The NACT Annual Show of Contemporary Art

｢アーティスト・ファイル｣展は、国立新美術館の学芸スタッフが日頃のフィールドワークの中で注目する作家たちを取り上げ、それぞれを個展
形式で紹介する展覧会である。本展は、｢さまざまな美術表現を紹介し、新たな視点を提供する美術館｣という当館の活動方針に沿って、毎年定期
的に開催する展覧会の第 2 回目にあたり、国内外で活動する 9 名に参加を呼びかけた。このたび選ばれたペーター・ボーゲルス(映像)、平川滋子
(インスタレーション)、石川直樹(写真)、金田実生(絵画)、宮永愛子(インスタレーション)、村井進吾(彫刻)、大平實(彫刻)、齋藤芽生(絵画)、
津上みゆき(絵画)ら作家の年齢は30代前半から50代後半までとかなりの幅があり、また作品の有りようも様々だが、いずれも自身の道を真摯に追
求し、独自の表現スタイルを獲得するに至っている。彼らの仕事を通じて、今日の美術状況を紹介すると共に、現代の作家たちがいかに社会に向
き合い、どのようなまなざしを持って制作を続けているか確認できるような展示を試みた。各作家の新作・近作や代表的な作品を集め、それぞれ
のもつ凝縮された世界が堪能できるような展示となった。

また本展は、美術情報の収集事業の一環として、展覧会に参加した作家の資料を将来にわたりアーカイブ化し、広く社会に提供していくことも
構想している。同時に、普及事業にも力を入れ、出品作家全員がアーティスト・トークかワークショップの講師をつとめるイヴェントを開催し
た。

The Artist File exhibitions introduce artists that have drawn the attention of NACT’s curatorial staff in the course of their fieldwork, presenting 
each artist’s work as though it were a solo exhibition. Artist File 2009 was the second in the series for the Center, which, as an innovative art 
facility, seeks to hold regular exhibitions of works introducing diverse forms of artistic expression and providing new perspectives. Artists File 
2009 featured works from nine artists active both inside and outside Japan: Peter BOGERS(video), HIRAKAWA Shigeko(installation), ISHIKAWA 
Naoki(photography), KANEDA Mio(painting), MIYANAGA Aiko(installation), MURAI Shingo(sculpture), OHIRA Minoru(sculpture), SAITO 
Meo(painting), and TSUGAMI Miyuki(painting). The age of the artists ranged from their early thirties to late fifties, and the works, too, represented 
a diverse range of media. Each artist has dedicated themselves to pursuing their own path, resulting in unique modes of expression. Artist File 2009 
not only presented visitors with the state of contemporary art today but also resulted in a fuller understanding of the extent to which contemporary 
artists engage with society and the vision with which they pursue their creative works. Artist File 2009 assembled new, recent, and defining works 
from each artist, presenting them in such a way as to allow visitors to fully appreciate each of the unique worlds encapsulated within. 
	 　As part of the Center’s information-gathering activities, materials from the participating artists were archived with the intention of making 
them widely available to the public. There will be many public programs: each of the nine is scheduled to appear as a lecturer at an artist talk or 
workshop. 

会期：平成21(2009)年 3 月 4 日(水)～ 5 月 6 日(水)
日数：56日(うち20年度； 24日)
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

入場者数：18, 493人( 3 月31日まで)( 1 日平均771人)
入場：有料
主催：国立新美術館
協力：NECディスプレイソリューションズ株式会社、株式会社イトーキ
展示協力：エプソン販売株式会社
助成：モンドリアン財団

講演会等：
●アーティスト・トーク
日時： 3 月 7 日(土)14時～16時
講演：ペーター・ボーゲルス、平川滋子(出品作家)
会場：国立新美術館　研修室A, B
参加者数：45人

●アーティスト・トーク
日時： 3 月28日(土)20時～21時
講演：村井進吾、宮永愛子(出品作家)
会場：国立新美術館　企画展示室 2 E

参加者数：488人
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関連事業：
●アーティスト・ワークショップ
｢ミニチュア･ムシワールド～虫からみた世界をつくろう～｣
日時： 3 月 8 日(日)13時30分～16時30分
講師：大平實(出品作家)
会場：国立新美術館　別館 3 階多目的ルーム
参加者数：17人

●六本木アートナイト
日時： 3 月28日(土)
・22時まで開館延長
・出品作家(石川直樹、大平實、村井進吾)による｢ 3 つのアートキューブ｣

の実施		
・出品作家(村井進吾、宮永愛子)によるアーティスト・トークの実施
・出品作家(平川滋子)による野外での夜間映像投影の実施

カタログ：『アーティスト・ファイル2009─現代の作家たち』
A 4 変型、10分冊、箱付き、作家ファイル各32ページ× 9
冊・イントロダクション 4 ページ(計292ページ)、図版カ
ラー331点・白黒55点、4, 000部

記録集(『展覧会ドキュメント』)：A 4 変型、48ページ、図版カラー27
	 点・白黒 19点、2, 000部

出品目録：仕上り280╳210mm、二つ折、30, 000部

ポスター：B 1 判、950部
B 3 判、3, 000部
B 3 変型(インターサイズ)、1, 000部

チラシ：A 4 判、100, 000枚

関連記事：
毎日新聞(夕刊)／平成21(2009)年 3 月24日／岸桂子
産経新聞／ 3 月25日／渋沢和彦
朝日新聞／ 3 月28日／高階秀爾
装苑／ 4 月号／中島亮平
BOOM TOWN(J─WAVE)／ 3 月10日
他　多数

※出品リスト：pp.105─107

3 月 7 日　アーティスト・トーク

3 月 8 日　ワークショップ
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ルーヴル美術館展　美の宮殿の子どもたち
L’enfant dans les collections du musée du Louvre

会期：平成21(2009)年 3 月25日(水)～ 6 月 1 日(月)
日数：60日(うち20年度； 6 日)
会場：国立新美術館　企画展示室 1 E

入場者数： 20, 641人( 3 月31日まで)( 1 日平均3, 440人)
入場：有料
主催：国立新美術館、ルーヴル美術館、朝日新聞社、テレビ朝日
後援：フランス大使館 
協賛：ソシエテ ジェネラル グループ、大日本印刷
協力：ニッセイ同和損害保険、日本航空、日本通運 
監修：ギユメット・アンドルー=ラノエ(ルーヴル美術館古代エジプト

美術部長)
大野芳材(青山学院女子短期大学芸術学科教授)

巡回展：国立国際美術館
　　　　平成21(2009)年 6 月23日(火)～ 9 月23日(水)

講演会等：
●講演会｢ルーヴル美術館展　美の宮殿の子どもたち　記念講演会｣
日時： 3 月25日(水)14時～15時30分
講演：ギユメット・アンドルー=ラノエ(ルーヴル美術館古代エジプト

美術部長)
会場：国立新美術館　講堂
参加者数：110人

関連事業：
●六本木アートナイト
日時： 3 月28日(土)
・22時まで開館延長

カタログ：『ルーヴル美術館展　美の宮殿の子どもたち』
	 A 4 変型、280ページ、図版カラー272点・白黒77点、20, 000部

出品目録：仕上りA 4 判、二つ折、100, 000部(初版部数)
	 フランス語版；A 4 両面、200部

ポスター：B 0 判、24部
B 1 判、170部
B 1 判( 6 種)、各30部
B 2 判、500部
B 3 判まど上・中吊り、3, 270部
B 3 変型(インターサイズ)、3, 000部

チラシ：A 4 判、300, 000部、先行配布；A 4 判、200, 000部

※本展の平成21年度開催記録及び出品リストは、
　『平成21年度　国立新美術館活動報告』に記載する。
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3 美術団体等への展覧会会場提供
P r o v i s i o n  o f  E x h i b i t i o n  V e n u e s  t o  A r t i s t  A s s o c i a t i o n s

　平成19(2007)年度より、全国的な活動を行っている美術団体等が実施する公募展等に展覧会会場の提供を、平成20(2008)年度も引き続き実施し
た。平成20年度は、69団体に展覧会会場を提供し、公募展等の入場者数は合計1, 309, 747人であった。
　また、前年度の経験を踏まえ、更なる運営並びに施設・備品の管理等の改善に取り組んだ。

Beginning in fiscal 2007, NACT began making its exhibition spaces available for exhibitions held by artist associations active throughout Japan. 
This policy was continued in fiscal 2008, during which 69 organizations held exhibitions at NACT, drawing a total of 1, 309, 747 visitors. 
	 　In addition, based on its experiences from the previous fiscal year, NACT is undertaking efforts to further improve its management and the 
maintenance of its equipment and facilities. 

平成20年度使用団体一覧

団体名：社団法人　創元会
展覧会名：第67回創元展
会期／日数： 4 月 2 日(水)～ 4 月14日(月)／12日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D

入場者数：21, 675人

団体名：社団法人　示現会
展覧会名：第61回示現会展
会期／日数： 4 月 2 日(水)～ 4 月14日(月)／12日
展示室： 2 A, 2 B, 2 C, 2 D

入場者数：18, 921人

団体名：水彩連盟
展覧会名：第67回水彩連盟展
会期／日数： 4 月 2 日(水)～ 4 月14日(月)／12日
展示室： 3 A, 3 B

入場者数：15, 446人

団体名：社団法人　光風会
展覧会名：第94回光風会展
会期／日数： 4 月16日(水)～ 4 月29日(火)／13日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D

入場者数：20, 932人

団体名：社団法人　春陽会
展覧会名：第85回春陽展
会期／日数： 4 月16日(水)～ 4 月29日(火)／13日
展示室： 2 A, 2 B, 2 C, 2 D, 3 B

入場者数：27, 279人

団体名：現代日本書家協会
展覧会名：第24回全国公募書道展
会期／日数： 4 月16日(水)～ 4 月29日(火)／13日
展示室： 3 A

入場者数：5, 338人

団体名：国画会
展覧会名：第82回国展
会期／日数： 5 月 1 日(木)～ 5 月12日(月)／11日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D, 2 A, 2 B, 2 C, 2 D,
	 3 A, 3 B, 野外展示場A, B, C, D

入場者数：73, 312人

団体名：社団法人　日本新工芸家連盟
展覧会名：第30回日本新工芸展
会期／日数： 5 月14日(水)～ 5 月25日(日)／11日
展示室： 3 A, 3 B

入場者数：8, 811人

団体名：社団法人　太平洋美術会
展覧会名：第104回太平洋展
会期／日数： 5 月14日(水)～ 5 月26日(月)／12日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D

入場者数：18, 037人

団体名：三軌会
展覧会名：第60回記念三軌展
会期／日数： 5 月14日(水)～ 5 月26日(月)／12日
展示室： 2 A, 2 B, 2 C, 2 D

入場者数：15, 414人



35

団体名：現代美術家協会
展覧会名：第64回現展
会期／日数： 5 月28日(水)～ 6 月 9 日(月)／12日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C

入場者数：9, 119人

団体名：第一美術協会
展覧会名：第79回第一美術展
会期／日数： 5 月28日(水)～ 6 月 9 日(月)／12日
展示室： 1 D, 2 C, 2 D

入場者数：16, 795人

団体名：日洋会
展覧会名：第22回日洋展
会期／日数： 5 月28日(水)～ 6 月 9 日(月)／12日
展示室： 2 A, 2 B, 3 A, 3 B

入場者数：20, 210人

団体名：日本水墨院
展覧会名：公募第23回日本水墨院展
会期／日数： 6 月11日(水)～ 6 月22日(日)／11日
展示室： 3 A

入場者数：17, 548人

団体名：日本自由画壇
展覧会名：第34回日本自由画壇展
会期／日数： 6 月11日(水)～ 6 月23日(月)／12日
展示室： 2 A, 2 B

入場者数：18, 418人

団体名：たぶろう美術協会
展覧会名：第43回たぶろう展
会期／日数： 6 月11日(水)～ 6 月23日(月)／12日
展示室： 3 B

入場者数：11, 241人

団体名：財団法人　全国書美術振興会
展覧会名：第36回｢日本の書展｣東京展
会期／日数： 6 月12日(木)～ 6 月22日(日)／10日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D

入場者数：12, 788人

団体名：書象会
展覧会名：第47回書象展
会期／日数： 6 月12日(木)～ 6 月22日(日)／10日
展示室： 2 C, 2 D

入場者数：9, 769人

団体名：日本教育書道藝術院
展覧会名：第28回日本教育書道藝術院同人書作展
会期／日数： 6 月25日(水)～ 7 月 6 日(日)／11日
展示室： 2 C, 2 D

入場者数：6, 000人

団体名：財団法人　陶芸文化振興財団
展覧会名：全国公募2008陶芸財団展
会期／日数： 6 月25日(水)～ 7 月 6 日(日)／11日
展示室： 3 B

入場者数：8, 270人

団体名：アート未来
展覧会名：2008・13ｔｈ国際公募アート未来展
会期／日数： 6 月25日(水)～ 7 月 7 日(月)／12日
展示室： 1 A, 野外展示場A

入場者数：12, 649人

団体名：秋耕会
展覧会名：第33回秋耕展
会期／日数： 6 月25日(水)～ 7 月 7 日(月)／12日
展示室： 1 B

入場者数：10, 730人

団体名：蒼騎会
展覧会名：第48回蒼騎展
会期／日数： 6 月25日(水)～ 7 月 7 日(月)／12日
展示室： 1 C, 1 D

入場者数：12, 507人

団体名：財団法人　日本余暇文化振興会
	 楽習フォーラム アートクレイ倶楽部
展覧会名：銀粘土でつくるシルバーアクセサリー

コンテスト　2008
会期／日数： 6 月25日(水)～ 7 月 7 日(月)／12日
展示室： 2 A

入場者数：5, 423人
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団体名：有限責任中間法人　国際墨画会
展覧会名：第 8 回国際公募国際墨画会展
会期／日数： 6 月25日(水)～ 7 月 7 日(月)／12日
展示室： 2 B

入場者数：9, 578人

団体名：社団法人　日本彫刻会
展覧会名：第38回日彫展
会期／日数： 6 月25日(水)～ 7 月 7 日(月)／12日
展示室： 3 A

入場者数：8, 538人

団体名：財団法人　毎日書道会
展覧会名：第60回毎日書道展
会期／日数： 7 月 9 日(水)～ 8 月 3 日(日)／23日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D, 2 A, 2 B, 2 C, 2 D,

3 A, 3 B

入場者数：71, 264人

団体名：貞香会
展覧会名：第43回貞香書展
会期／日数： 8 月 6 日(水)～ 8 月18日(月)／12日
展示室： 3 A

入場者数：7, 268人

団体名：全国水墨画協会
展覧会名：第15回記念全国水墨画展
会期／日数： 8 月 6 日(水)～ 8 月18日(月)／12日
展示室： 3 B

入場者数：7, 698人

団体名：財団法人　日本通信美術学園
展覧会名：日美展(第13回総合水墨画展・
	 第 9 回日美絵画展)
会期／日数： 8 月 7 日(木)～ 8 月16日(土)／ 9 日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D, 2 A, 2 B, 2 C, 2 D

入場者数：28, 812人

団体名：読売書法会
展覧会名：第25回読売書法展　東京展
会期／日数： 8 月22日(金)～ 8 月31日(日)／ 9 日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D, 2 A, 2 B, 2 C, 2 D,
	 3 A, 3 B

入場者数：23, 593人

団体名：社団法人　二科会
展覧会名：第93回二科展
会期／日数： 9 月 3 日(水)～ 9 月15日(月)／12日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D, 2 A, 2 B, 2 C, 2 D,

3 A, 3 B,野外展示場A,B,C,D

入場者数：146, 233人

団体名：新制作協会
展覧会名：第72回新制作展
会期／日数： 9 月17日(水)～ 9 月29日(月)／12日
展示室： 1 A, 1 B, 2 A, 2 B, 3 A, 3 B,
	 野外展示場A,B

入場者数：22, 264人

団体名：行動美術協会
展覧会名：第63回行動展
会期／日数： 9 月17日(水)～ 9 月29日(月)／12日
展示室： 1 C, 1 D, 2 C, 2 D,野外展示場C,D

入場者数：16, 802人

団体名：自由美術協会
展覧会名：第72回自由美術展
会期／日数：10月 1 日(水)～10月13日(月)／12日
展示室： 1 A, 1 B, 2 A, 2 B,野外展示場A,B

入場者数：10, 096人

団体名：一陽会
展覧会名：第54回一陽展
会期／日数：10月 1 日(水)～10月13日(月)／12日
展示室： 1 C, 1 D, 2 C, 2 D,野外展示場C,D

入場者数：15, 218人

団体名：一期会
展覧会名：第43回一期展
会期／日数：10月 1 日(水)～10月13日(月)／12日
展示室： 3 A, 3 B

入場者数：17, 362人

団体名：独立美術協会
展覧会名：第76回独立展
会期／日数：10月15日(水)～10月27日(月)／12日
展示室： 1 A, 1 B, 2 A, 2 B, 3 A

入場者数：20, 341人
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団体名：社団法人　二紀会
展覧会名：第62回二紀展
会期／日数：10月15日(水)～10月27日(月)／12日
展示室： 1 C, 1 D, 2 C, 2 D, 3 B,

野外展示場C,D

入場者数：33, 780人

団体名：AJAC

展覧会名：Go ahead ! AJAC　
	 第 2 回 AJAC野外展
会期／日数：10月30日(木)～11月 9 日(日)／10日
展示室：野外展示場A, B　　
入場者数：2, 535人

団体名：社団法人　日展
展覧会名：第40回日展
会期／日数：10月31日(金)～12月 7 日(日)／33日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D, 2 A, 2 B, 2 C, 2 D,

2 E, 3 A, 3 B

入場者数：175, 465人

団体名：雪舟国際美術協会
展覧会名：第15回雪舟国際美術協会展
会期／日数：12月10日(水)～12月22日(月)／12日
展示室： 1 A, 1 B

入場者数：9, 737人

団体名：有限会社　全日本書芸文化院
展覧会名：第37回全書芸展
会期／日数：12月10日(水)～12月22日(月)／12日
展示室： 2 B, 2 C, 2 D

入場者数：8, 325人

団体名：白峰社
展覧会名：第26回白峰社書展
会期／日数：12月10日(水)～12月23日(火)／13日
展示室： 1 C, 1 D

入場者数：9, 988人

団体名：特定非営利活動法人　国際架橋書会
展覧会名：第21回国際架橋書展
会期／日数：12月10日(水)～12月23日(火)／13日
展示室： 2 A

入場者数：4, 658人

団体名：土日会
展覧会名：第33回土日会展
会期／日数：12月10日(水)～12月23日(火)／13日
展示室： 3 A

入場者数：6, 499人

団体名：日本表象美術協会
展覧会名：第35周年記念展日象展
会期／日数：12月10日(水)～12月23日(火)／13日
展示室： 3 B

入場者数：6, 354人

団体名：財団法人　独立書人団
展覧会名：第57回独立書展
会期／日数： 1 月 7 日(水)～ 1 月19日(月)／12日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D, 2 A, 2 B, 2 C, 2 D,
	 3 A, 3 B

入場者数：15, 115人

団体名：特定非営利活動法人　平泉会
展覧会名：第21回平泉展 ～楽しい手作り～
会期／日数： 1 月21日(水)～ 2 月 2 日(月)／12日
展示室： 1 A

入場者数：10, 669人

団体名：國際書画連盟
展覧会名：第31回國際書画展
会期／日数： 1 月21日(水)～ 2 月 2 日(月)／12日
展示室： 1 B, 1 C, 1 D

入場者数：8, 602人

団体名：亜細亜太平洋水墨画会
展覧会名：アジア創造美術展
会期／日数： 1 月21日(水)～ 2 月 2 日(月)／12日
展示室： 2 A

入場者数：3, 167人

団体名：産経国際書会
展覧会名：第25回産経国際書展(新春展)
会期／日数： 1 月21日(水)～ 2 月 2 日(月)／12日
展示室： 2 B, 2 C, 2 D

入場者数：4, 996人
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団体名：Heart Art Communication

展覧会名：Heart Art in TOKYO 2009　
	 第12回エイズチャリティー美術展
会期／日数： 1 月22日(木)～ 2 月 2 日(月)／11日
展示室： 3 A, 3 B

入場者数：4, 338人

団体名：立軌会
展覧会名：第61回立軌展
会期／日数： 2 月 4 日(水)～ 2 月16日(月)／12日
展示室： 1 A

入場者数：11, 234人

団体名：新槐樹社
展覧会名：第53回新槐樹社展
会期／日数： 2 月 4 日(水)～ 2 月16日(月)／12日
展示室： 1 C, 1 D

入場者数：8, 449人

団体名：あきつ会
展覧会名：第34回あきつ会書道展
会期／日数： 2 月 4 日(水)～ 2 月16日(月)／12日
展示室： 2 A

入場者数：4, 303人

団体名：美術団体　等迦会
展覧会名：第41回等迦展
会期／日数： 2 月 4 日(水)～ 2 月16日(月)／12日
展示室： 3 A

入場者数：3, 193人

団体名：社団法人　日本中国水墨交流協会
展覧会名：第26回日本中国水墨画合同展
会期／日数： 2 月 4 日(水)～ 2 月16日(月)／12日
展示室： 3 B

入場者数：5, 933人

団体名：全日本アートサロン絵画大賞展実行委員会
展覧会名：第18回全日本アートサロン絵画大賞展
会期／日数： 2 月 5 日(木)～ 2 月16日(月)／11日
展示室： 1 B

入場者数：3, 737人

団体名：日本書作院
展覧会名：第49回日本書作院展
会期／日数： 2 月 5 日(木)～ 2 月16日(月)／11日
展示室： 2 B, 2 C, 2 D

入場者数：16, 574人

団体名：学校法人専門学校　東洋美術学校
展覧会名：第60回東洋美術学校卒業制作展
会期／日数： 2 月18日(水)～ 3 月 1 日(日)／11日
展示室： 3 A

入場者数：6, 654人

団体名：現日会
展覧会名：第49回現日選抜書展
会期／日数： 2 月18日(水)～ 3 月 2 日(月)／12日
展示室： 3 B

入場者数：4, 622人

団体名：東京五美術大学連合卒業・修了制作展
展覧会名：平成20年度第32回東京五美術
	 大学連合卒業・修了制作展
会期／日数： 2 月19日(木)～ 3 月 1 日(日)／10日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D, 2 A, 2 B, 2 C, 2 D,
	 野外展示場A, B, C

入場者数：58, 522人

団体名：全国水墨画美術協会
展覧会名：第33回全日本水墨画秀作展
会期／日数： 3 月 4 日(水)～ 3 月15日(日)／11日
展示室： 3 A, 3 B

入場者数：6, 558人

団体名：汎美術協会
展覧会名：2009汎美展
会期／日数： 3 月 4 日(水)～ 3 月16日(月)／12日
展示室： 1 A

入場者数：6, 482人

団体名：社団法人　創玄書道会
展覧会名：第45回記念創玄展
会期／日数： 3 月 5 日(木)～ 3 月15日(日)／10日
展示室： 1 B, 1 C, 1 D, 2 A, 2 B, 2 C, 2 D

入場者数：16, 932人
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団体名：社団法人　日本南画院
展覧会名：公募第49回日本南画院展
会期／日数： 3 月18日(水)～ 3 月29日(日)／11日
展示室： 3 A, 3 B

入場者数：25, 759人

団体名：白日会
展覧会名：第85回記念白日会展
会期／日数： 3 月18日(水)～ 3 月30日(月)／12日
展示室： 1 A, 1 B, 1 C, 1 D

入場者数：14, 079人

団体名：日本美術会
展覧会名：第62回日本アンデパンダン展
会期／日数： 3 月18日(水)～ 3 月30日(月)／12日
展示室： 2 A, 2 B, 2 C, 2 D

入場者数：10, 789人

入場者数合計　1, 309, 747人
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公募展開催に関わる取り組み

●平成20年度使用団体実績
使用団体：69団体

●平成22年度使用団体の決定
決定時期： 6 月
決定団体：69団体

●平成23年度使用団体の募集
募集時期： 2 月 1 日～ 2 月28日

●使用団体等への支援
　｢展示室等利用の手引き｣｢公募展備品カタログ｣の修正・追加等を行った。また、ホームページに、開催中の公募団体等の展覧会のポスターを掲
載し、使用団体等の展覧会開催支援を行った。

●展覧会観覧者への情報提供
　定期的に公募展開催案内チラシを作成・配布、併せてホームページで展覧会開催の情報を提供した。
公募展開催案内：年 5 回発行、A 4 判(297╳210mm)、各20, 000部

●企画展との相互割引の導入
　自主企画展(『アーティスト・ファイル2008』展、『アヴァンギャルド・チャイナ』展、『アーティスト・ファイル2009』展)及び共催展(『モディリ
アーニ展』、『エミリー・ウングワレー展』、『ウィーン美術史美術館所蔵　静物画の秘密』展、『巨匠ピカソ』展、『DOMANI・明日展』、『加山又造
展』、『ルーヴル美術館展』)において、公募展の観覧券持参者に対する割引観覧を行った。また、自主企画展及び共催展の観覧券持参者に対する公
募展における割引又は無料観覧の協力を依頼し、実施に努め、相互割引制度の体制を図った。

●平成19年度使用団体に対するアンケートの実施
　平成19年度に会場提供した69団体に対し、展覧会開催に際しての具体的な取り組み等や当館に対する意見・要望を把握し、今後の管理運営等の
参考とするために平成20(2008)年 4 月 3 日～25日の期間実施した。調査項目は入場者数、応募人数、陳列点数、教育普及活動、国内外の美術界と
の連携活動、美術鑑賞以外の活動、その他新たな取り組み、要望や意見で、69団体中59団体から回答を得た。

教育普及事業に対する公募団体等との連携

●『第82回国展』
｢第 2 回国展トークイン ─作家の目　作者の心─｣
主催：国画会、国立新美術館
日時： 5 月 6 日(火)
会場：国立新美術館　第82回国展会場
参加者数：300人

●『第40回日展』
主催：社団法人日展、国立新美術館
・講演会
	 開催日：11月 1 日(土)、 2 日(日)、 3 日(月)、 8 日(土)、24日(月)
	 会場：国立新美術館　講堂
	 参加者数：848人(全 5 回)
・映像による作品解説

開催日：11月 1 日(土)、 2 日(日)、 3 日(月)、 8 日(土)、24日(月)、
29日(土)、30日(日)

	 会場：国立新美術館　講堂
	 参加者数：1, 964人(全11回)
・親子鑑賞教室
	 開催日：11月 9 日(日)、16日(日)、23日(日)
	 会場：国立新美術館　講堂
	 参加者数：140組362人(全15教室)
・らくらく鑑賞会
	 開催日：11月10日(月)、17日(月)、12月 1 日(月)
	 会場：国立新美術館　研修室他
	 参加者数：43人(全 3 回)

5 月 6 日

11月16日
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